『詩經』圖譜の基礎的研究-圖譜の繼承と展開- by 原田 信
1  
 
博
士
論
文
「『
詩
經
』
圖
譜
の
基
礎
的
研
究
―
―
圖
譜
の
繼
承
と
展
開
―
―
」
概
要 
 
原
田 
信  
本
研
究
で
は
、
宋
代
か
ら
中
華
民
國
初
期
ま
で
の
書
物
に
見
え
る
『
詩
經
』
圖
譜
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
圖
譜
が
『
詩
經
』
註
釋
と
し
て
擔
っ
た
役
割
を
檢
討
す
る
た
め
、『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
が
改
編
を
重
ね
つ
つ
繼
承
さ
れ
て
い
く
經
緯
と
背
景
を
考
察
し
た
。 
 
『
詩
經
』
圖
譜
は
註
釋
と
し
て
異
質
な
存
在
で
あ
る
。
歷
代
の
學
者
は
『
詩
經
』
の
編
纂
意
圖
や
篇
章
の
構
成
、
時
代
背
景
、
語
彙
や
用
字
、
詩
篇
に
詠
み
込
ま
れ
た
諸
制
度
、
自
然
現
象
な
ど
樣
々
な
面
か
ら
『
詩
經
』
の
解
釋
を
試
み
、
自
己
の
見
解
を
註
釋
と
し
て
世
に
示
し
た
。
一
方
、『
詩
經
』
圖
譜
の
内
容
は
長
期
に
渡
っ
て
類
似
し
て
お
り
、
い
わ
ば
獨
自
性
に
缺
け
た
註
釋
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
點
は
『
詩
經
』
圖
譜
の
註
釋
と
し
て
の
價
値
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
長
い
間
存
在
し
た
こ
と
は
、
圖
譜
が
何
か
し
ら
の
必
要
性
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
參
照
さ
れ
續
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
筆
者
は
圖
譜
の
考
察
を
通
じ
て
『
詩
經
』
註
釋
史
の
新
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。 
 
『
詩
經
』
圖
譜
が
註
釋
と
し
て
擔
っ
た
役
割
を
檢
討
す
る
上
で
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
『
詩
經
』
圖
譜
を
取
り
上
げ
る
研
究
が
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
中
國
に
お
い
て
數
篇
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
特
定
の
時
期
や
限
ら
れ
た
種
類
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
對
象
と
し
た
論
考
で
あ
っ
た
。 
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
ま
ず
漢
代
か
ら
中
華
民
國
初
期
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
者
と
編
纂
目
的
、
內
容
の
概
略
を
整
理
し
て
、
時
代
ご
と
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色
を
指
摘
し
、
同
時
に
各
圖
譜
を
そ
の
類
似
性
に
よ
っ
て
辨
別
し
た
。 
 
次
に
、
類
似
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
も
早
期
の
南
宋
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
の
形
成
段
階
と
位
置
づ
け
、
こ
の
後
に
南
宋
の
書
肆
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
基
づ
き
新
た
な
圖
譜
を
刊
刻
し
、
さ
ら
に
元
代
に
至
り
南
宋
の
各
圖
譜
に
よ
っ
て
再
び
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
が
編
纂
さ
れ
た
狀
況
を
多
樣
化
の
段
階
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
収
錄
內
容
に
よ
っ
て
個
々
の
圖
譜
の
編
纂
、
改
編
狀
況
を
比
較
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
特
徵
を
指
摘
し
た
。 
 
そ
し
て
、
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
改
編
さ
れ
て
明
清
の
『
詩
經
』
勅
撰
書
に
収
錄
さ
れ
、
こ
れ
が
普
及
し
た
狀
況
を
『
詩
經
』
圖
譜
の
定
型
化
の
段
階
と
位
置
づ
け
、
そ
の
編
纂
と
改
編
の
經
緯
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
圖
譜
の
定
型
化
と
同
時
に
、
明
清
期
に
は
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
解
が
飜
刻
さ
れ
2  
 
た
り
、
從
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
改
編
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
の
飜
刻
や
改
編
の
內
容
と
實
態
を
分
析
し
、
勅
撰
書
に
収
錄
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
普
及
と
の
關
係
性
、
そ
し
て
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
に
對
す
る
認
識
の
變
化
と
の
關
係
性
を
あ
わ
せ
て
考
察
し
た
。 
 
こ
れ
に
續
け
て
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
原
型
と
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
が
、
清
代
の
畫
家
や
考
證
學
者
が
新
た
に
編
纂
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
に
収
錄
さ
れ
た
狀
況
、
そ
し
て
清
末
に
な
り
動
植
物
圖
を
収
錄
し
た
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
考
』
が
廣
ま
る
一
方
で
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
以
來
、
改
編
を
重
ね
な
が
ら
繼
承
さ
れ
て
き
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
過
程
の
二
點
に
つ
い
て
、
『
詩
經
』
圖
譜
に
對
す
る
意
識
の
變
化
か
ら
考
察
し
た
。 
 
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
て
、
類
似
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
が
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
原
因
と
『
詩
經
』
圖
譜
が
『
詩
經
』
の
註
釋
と
し
て
擔
っ
た
役
割
を
檢
討
し
、
あ
わ
せ
て
『
詩
經
』
圖
譜
研
究
の
今
後
の
展
望
を
記
し
た
。 
 
以
下
で
は
、
右
記
の
考
察
過
程
お
よ
び
そ
の
結
果
を
章
節
ご
と
に
ま
と
め
た
。 
 
第
一
章 
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化 
 
第
一
章
で
は
、
漢
代
か
ら
中
華
民
國
初
期
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
概
要
を
時
代
ご
と
に
整
理
し
、
傳
存
の
有
無
、
収
錄
內
容
や
出
版
形
態
、
編
纂
者
や
編
纂
目
的
の
概
要
を
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
傾
向
と
特
色
を
分
析
し
た
。 
 
第
一
節 
漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜 
ほ
ぼ
散
佚
し
た
北
宋
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
二
十
種
の
內
容
や
編
纂
に
つ
い
て
、
そ
の
名
稱
や
諸
書
の
記
載
を
手
が
か
り
に
考
察
、
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
時
期
の
圖
譜
に
は
「
圖
」
と
「
譜
」
の
二
種
類
が
存
在
し
て
い
た
。「
譜
」
は
歐
陽
脩
に
輯
佚
さ
れ
傳
わ
っ
た
鄭
玄
『
鄭
氏
詩
譜
』
の
內
容
か
ら
し
て
『
詩
經
』
各
詩
篇
の
年
代
考
證
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、「
圖
」
は
『
詩
經
』
を
解
釋
す
る
上
で
ど
こ
ま
で
參
照
さ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。 
 
第
二
節 
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜 
南
宋
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
九
種
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
個
人
が
『
詩
經
』
の
年
代
、
構
成
な
ど
の
考
證
結
果
を
示
し
た
「
譜
」
が
あ
る
の
に
對
し
て
、
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
天
文
や
地
理
、
建
築
や
土
地
な
ど
の
制
度
、
車
馬
や
衣
冠
、
祭
器
と
い
っ
た
個
々
の
事
物
の
「
圖
」
や
「
譜
」
を
總
合
的
に
収
錄
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た
。「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
『
詩
經
』
學
習
の
參
考
資
料
と
し
て
人
氣
を
博
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し
、
類
似
し
た
內
容
の
圖
譜
が
書
肆
刊
刻
の
學
習
用
テ
キ
ス
ト
「
纂
圖
互
註
本
」
に
も
収
錄
さ
れ
た
。 
 
第
三
節 
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜 
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
八
種
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
元
代
に
は
南
宋
の
時
と
同
様
「
譜
」
が
あ
っ
た
一
方
、『
六
經
圖
碑
』
や
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
な
ど
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
じ
く
總
合
的
な
『
詩
經
』
圖
譜
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
種
の
圖
譜
は
學
習
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
書
物
に
見
ら
れ
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
南
宋
の
書
肆
兩
方
の
圖
譜
の
內
容
を
収
錄
す
る
ほ
か
、
朱
熹
の
學
說
の
廣
ま
り
を
受
け
て
、
新
た
に
朱
熹
の
言
說
を
圖
示
し
た
圖
譜
や
解
說
が
加
わ
っ
た
。 
 
第
四
節 
明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜 
明
代
に
編
纂
、
飜
刻
さ
れ
た
二
十
一
種
の
『
詩
經
』
圖
解
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
明
代
で
は
『
詩
經
』
勅
撰
書
に
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
、
『
詩
經
』
圖
譜
が
初
め
て
標
準
的
な
參
考
資
料
と
し
て
全
國
に
普
及
し
た
。
こ
の
た
め
、
明
代
の
圖
譜
の
多
く
は
、
勅
撰
書
の
附
錄
「
詩
經
大
全
圖
」
が
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
明
代
中
後
期
に
な
る
と
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
が
飜
刻
さ
れ
始
め
、
こ
れ
ら
は
坊
本
に
も
収
錄
さ
れ
廣
ま
っ
て
い
っ
た
。 
 
第
五
節 
清
代
か
ら
中
華
民
國
期
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜 
こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
二
十
八
種
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
清
代
で
は
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
収
錄
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
が
わ
ず
か
に
編
纂
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
も
多
い
の
は
勅
撰
書
や
舉
業
書
の
附
錄
、
宋
元
明
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
從
前
の
圖
譜
の
內
容
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の
は
一
部
の
飜
刻
だ
け
で
あ
り
、
多
く
は
從
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
改
編
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
光
緒
年
間
か
ら
中
華
民
國
初
期
に
か
け
て
は
、
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
類
似
す
る
圖
譜
が
減
少
す
る
一
方
、
日
本
の
岡
元
鳳
が
編
纂
し
た
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
飜
刻
さ
れ
、
あ
る
い
は
『
詩
經
』
坊
本
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
て
急
速
に
廣
ま
っ
た
。 
 
第
一
章
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
事
柄
の
中
で
、『
詩
經
』
圖
譜
の
類
似
性
に
關
わ
る
特
色
と
し
て
は
、
北
宋
以
前
と
南
宋
以
後
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
間
に
、
ほ
と
ん
ど
關
聯
性
が
見
ら
れ
な
い
點
が
舉
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
が
現
存
す
る
早
期
の
圖
譜
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
、
同
圖
譜
を
収
錄
し
た
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
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次
に
、
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
や
編
纂
者
、
編
纂
目
的
に
は
、
時
代
ご
と
に
異
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。
収
錄
內
容
で
は
、『
詩
經
』
の
詩
篇
の
作
成
年
代
等
を
示
す
「
譜
」
と
、
天
文
、
制
度
、
器
物
等
を
示
し
た
「
圖
」
が
多
く
、
情
景
や
動
植
物
を
示
し
た
圖
譜
は
、
清
代
以
降
に
初
め
て
編
纂
さ
れ
た
。
編
纂
者
で
は
、
概
ね
個
人
と
書
肆
、
國
家
で
あ
っ
た
。
個
人
は
南
宋
以
降
一
貫
し
て
主
要
な
編
纂
者
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
書
肆
に
よ
る
圖
譜
の
編
纂
は
南
宋
、
明
末
清
初
、
そ
し
て
清
末
に
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
國
家
に
よ
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
は
明
、
清
の
二
代
で
行
わ
れ
た
。
編
纂
目
的
は
概
ね
三
點
、『
詩
經
』
學
習
の
參
考
資
料
、
翻
刻
に
よ
る
流
傳
の
少
な
い
圖
譜
の
普
及
、
そ
し
て
『
詩
經
』
解
釋
に
關
す
る
自
說
を
示
す
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。
南
宋
以
降
顯
著
に
見
ら
れ
る
の
は
前
二
者
で
あ
っ
た
。 
 
結
果
と
し
て
、南
宋
以
降
の
書
物
に
見
え
る
圖
譜
の
多
く
が
類
似
す
る
背
景
に
は
、南
宋
の
楊
甲「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
登
場
し
て
以
降
、
個
人
や
書
肆
、
國
家
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
原
型
と
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
に
關
與
し
、
改
編
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。 
 第
二
章 
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化 
本
章
で
は
、
北
宋
の
歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
編
纂
を
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
改
編
し
た
南
宋
書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
や
、
こ
れ
ら
を
更
に
改
編
し
た
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
を
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化
と
位
置
づ
け
、
類
似
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
が
形
作
ら
れ
、
さ
ら
に
多
樣
化
し
て
い
く
過
程
を
考
察
し
た
。 
 
第
一
節 
宋
代
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成 
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
ま
ず
後
漢
の
鄭
玄
が
自
身
の
『
毛
詩
』
解
釋
を
示
す
た
め
、『
史
記
』
と
『
春
秋
』
の
記
載
に
よ
っ
て
『
毛
詩
譜
』
を
編
纂
し
た
こ
と
、
そ
し
て
同
圖
譜
が
早
く
に
散
佚
し
、
北
宋
の
時
に
歐
陽
脩
が
『
毛
詩
譜
』
の
殘
卷
や
『
春
秋
』、『
史
記
』
な
ど
の
諸
資
料
に
よ
っ
て
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
輯
佚
し
た
經
緯
を
整
理
し
た
。
次
に
、
楊
甲
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
考
察
し
た
。
同
圖
は
七
割
が
天
文
地
理
や
制
度
、
車
馬
な
ど
の
「
圖
」、
三
割
が
『
詩
經
』
詩
篇
の
名
稱
や
動
植
物
や
器
物
な
ど
の
「
譜
」
で
あ
っ
た
。
複
數
の
明
ら
か
な
典
據
に
よ
り
、
楊
甲
は
『
毛
詩
正
義
』
の
ほ
か
、
欧
陽
脩
の
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
『
詩
本
義
』、
蘇
轍
『
詩
集
傳
』、
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』、
陳
祥
道
『
禮
書
』
と
い
っ
た
禮
圖
、
唐
の
呂
才
や
北
宋
の
燕
肅
の
漏
刻
圖
な
ど
、
主
に
唐
や
北
宋
の
諸
書
に
基
づ
き
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
編
纂
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
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第
二
節 
宋
元
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化 
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
南
宋
の
書
肆
と
元
代
の
人
々
が
編
纂
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
編
纂
年
代
の
順
に
分
析
し
た
。
南
宋
で
は
、
早
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
の
附
錄
「
毛
詩
圖
譜
」
及
び
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
は
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
節
錄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
單
行
本
『
毛
詩
圖
說
』
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
中
の
圖
譜
を
複
數
収
錄
し
て
お
り
、
『
纂
圖
互
註
毛
詩
』
の
附
錄
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
主
に
『
毛
詩
圖
說
』
に
依
據
し
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
を
補
う
こ
と
で
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
毛
詩
圖
說
』
や
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
他
の
圖
譜
を
節
錄
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
歐
陽
脩
の
『
詩
經
』
解
釋
や
そ
れ
を
示
し
た
圖
譜
、
陸
佃
『
禮
象
』
や
王
普
の
漏
刻
圖
、
李
樗
『
毛
詩
解
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
從
前
の
圖
譜
を
改
編
し
て
い
た
。 
 
元
代
で
は
、
地
理
圖
の
み
を
収
錄
し
た
書
物
や
、「
譜
」
と
「
圖
」
を
複
數
収
錄
し
た
圖
譜
が
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
多
く
の
種
類
の
圖
譜
を
収
錄
す
る
の
は
『
六
經
圖
碑
』
と
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
附
錄
「
詩
傳
圖
」
で
あ
り
、
兩
圖
譜
に
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
書
肆
の
『
毛
詩
圖
說
』
と
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
圖
譜
の
一
部
が
収
錄
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
圖
譜
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
主
體
は
南
宋
の
書
肆
の
圖
譜
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
羅
復
「
詩
傳
圖
」
で
は
、
『
六
經
圖
碑
』
と
の
共
通
點
も
見
ら
れ
た
。
一
方
、
『
六
經
圖
碑
』
や
羅
復
「
詩
傳
圖
」
で
は
解
說
が
改
編
さ
れ
て
朱
熹
の
註
釋
が
主
體
と
な
り
、
『
六
經
圖
碑
』
で
は
朱
熹
の
『
詩
經
』
に
關
す
る
言
說
を
示
し
た
圖
譜
も
增
補
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
附
錄
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
『
毛
詩
圖
說
』
の
兩
方
の
特
徵
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
こ
の
兩
圖
譜
に
依
據
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
  
第
二
章
で
考
察
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化
は
、
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
好
評
を
博
し
て
各
地
で
刊
刻
さ
れ
普
及
し
、
南
宋
の
書
肆
が
こ
れ
を
改
編
す
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
。 
 
元
代
で
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
か
ら
派
生
し
た
南
宋
書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
對
し
て
、
當
時
廣
く
行
わ
れ
た
朱
熹
の
『
詩
經
』
註
釋
に
依
據
し
て
改
編
を
加
え
る
こ
と
で
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
さ
ら
に
多
樣
化
し
た
。
こ
の
一
方
、
多
樣
化
の
過
程
で
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
譜
」
が
省
か
れ
、
南
宋
時
に
採
錄
さ
れ
て
い
た
『
毛
詩
正
義
』
や
北
宋
諸
家
の
『
詩
經
』
解
釋
が
朱
熹
の
言
說
に
改
め
ら
れ
る
な
ど
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
は
次
第
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。 
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第
三
章 
『
詩
經
』
圖
譜
の
定
型
化
と
改
編 
本
章
で
は
、
明
清
の
時
に
『
詩
經
』
の
標
準
的
解
釋
を
示
す
書
物
と
さ
れ
た
勅
撰
書
の
圖
譜
の
編
纂
と
普
及
を
『
詩
經
』
圖
譜
定
型
化
の
過
程
と
位
置
づ
け
、
こ
の
種
の
圖
譜
の
編
纂
過
程
と
內
容
上
の
特
徵
を
考
察
し
た
。
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
も
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
定
型
化
と
改
編
と
い
う
對
照
的
な
事
象
が
明
清
に
発
生
し
た
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
該
當
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
と
編
纂
、
改
編
の
經
緯
を
分
析
し
、
そ
の
異
同
を
比
較
し
た
。
ま
た
、
改
編
さ
れ
た
圖
譜
の
な
か
で
も
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で
は
、
編
者
不
明
の
『
六
經
圖
碑
』
を
め
ぐ
っ
て
認
識
の
變
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
點
は
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
と
關
わ
り
が
あ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
考
察
し
た
。 
 
第
一
節 
明
代
に
お
け
る
定
型
の
確
立 
永
樂
帝
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
書
『
詩
經
大
全
』
の
凡
例
に
、「
詩
經
大
全
圖
」
は
元
代
の
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
を
収
錄
し
た
と
あ
る
。「
詩
經
大
全
圖
」、
す
な
わ
ち
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
の
內
容
を
改
め
て
分
析
す
る
と
、
典
據
の
明
ら
か
な
箇
所
は
一
七
三
箇
所
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
個
人
の
言
說
で
は
朱
熹
に
關
す
る
文
獻
が
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
熹
の
思
想
や
『
詩
經
』
解
釋
を
示
し
た
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
て
お
り
、
「
詩
經
大
全
圖
」
は
全
體
的
に
朱
熹
の
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
圖
譜
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
詩
經
大
全
』
の
編
者
胡
廣
が
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
た
背
景
に
は
、
明
が
元
の
制
度
を
踏
襲
し
、
科
舉
の
な
か
で
朱
熹
『
詩
集
傳
』
を
標
準
的
解
釋
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
編
纂
者
の
胡
廣
が
羅
復
や
劉
瑾
と
近
い
地
域
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
特
に
兩
者
の
編
纂
し
た
圖
譜
を
収
錄
し
た
こ
と
と
關
係
が
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
た
。 
 
第
二
節 
清
代
に
お
け
る
定
型
の
改
編 
定
型
と
な
っ
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
を
考
察
す
る
た
め
、
清
代
の
勅
撰
書
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
の
附
錄
「
詩
傳
圖
」
の
內
容
を
分
析
し
、
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
と
比
較
し
た
。
結
果
と
し
て
、
引
用
典
據
と
圖
の
同
一
性
か
ら
、「
詩
傳
圖
」
は
「
詩
經
大
全
圖
」
の
解
說
の
み
を
改
編
し
た
圖
解
で
あ
っ
た
。「
詩
傳
圖
」
の
引
用
は
、
唐
以
前
の
註
釋
が
最
も
多
く
、
陳
祥
道
が
大
部
分
を
占
め
る
北
宋
の
註
釋
と
、
朱
熹
に
代
表
さ
れ
る
南
宋
の
註
釋
が
こ
れ
に
次
い
だ
。
こ
の
改
編
は
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
の
編
纂
方
針
、
す
な
わ
ち
朱
熹
を
主
と
し
つ
つ
、
朱
熹
の
說
に
合
致
す
る
、
あ
る
い
は
『
詩
經
』
の
主
旨
を
補
う
解
釋
は
廣
く
採
錄
す
る
と
い
う
編
纂
態
度
に
由
來
し
て
い
た
。
一
方
、
圖
に
つ
い
て
は
「
三
代
の
舊
」
を
傳
え
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
改
編
さ
れ
な
か
っ
た
。 
 
以
上
の
よ
う
に
、
明
清
の
勅
撰
書
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
直
接
的
に
は
元
代
の
羅
復
と
劉
瑾
の
編
纂
7  
 
し
た
圖
解
に
由
來
し
て
お
り
、
結
局
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
改
編
を
重
ね
た
一
聯
の
流
れ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た
。
清
で
は
、
明
と
の
學
術
氣
風
の
違
い
か
ら
解
說
は
改
編
さ
れ
た
が
、
圖
は
改
編
さ
れ
な
か
っ
た
。「
詩
傳
圖
」
が
「
詩
經
大
全
圖
」
に
依
據
し
て
い
る
以
上
、
「
詩
傳
圖
」
の
編
者
は
、
そ
れ
が
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
解
だ
と
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何
に
由
來
す
る
の
か
、
恐
ら
く
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
原
因
は
、
宋
元
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
度
重
な
る
改
編
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
が
、「
詩
傳
圖
」
の
編
者
は
、
古
く
か
ら
傳
わ
る
圖
に
何
か
し
ら
の
根
據
が
あ
る
と
し
て
改
編
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
第
三
節 
明
代
に
お
け
る
改
編 
明
代
に
お
け
る
改
編
で
は
、
ま
ず
圖
譜
の
內
容
を
改
編
し
た
胡
賓
「
詩
經
圖
全
集
」
と
張
溥
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
を
分
析
し
た
。
前
者
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
と
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
を
折
衷
し
て
お
り
、
後
者
は
「
詩
經
大
全
圖
」
に
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
一
圖
を
增
補
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
形
態
面
の
改
編
で
は
、
盧
謙
、
章
達
に
よ
る
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
の
飜
刻
を
分
析
し
た
。『
六
經
圖
碑
』
は
碑
の
二
面
に
樣
々
な
圖
譜
が
刻
ま
れ
て
い
る
た
め
、
書
物
と
す
る
際
に
は
圖
譜
の
順
序
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
盧
謙
と
章
達
は
「
詩
經
大
全
圖
」
の
構
成
に
基
づ
い
た
と
推
測
さ
れ
た
。こ
の
よ
う
に
、明
代
に
お
け
る
改
編
の
背
景
に
は「
詩
經
大
全
圖
」
や
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
普
及
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
 
第
四
節 
清
代
に
お
け
る
改
編 
清
代
に
お
け
る
改
編
に
つ
い
て
は
、
舉
業
書
の
附
錄
と
宋
、
元
、
明
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
を
考
察
し
た
。
舉
業
書
の
附
錄
の
な
か
で
も
、
清
代
早
期
に
編
纂
さ
れ
た
姜
文
燦
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
を
折
衷
し
た
上
で
『
白
虎
通
義
』
や
『
六
家
詩
名
物
疏
』
な
ど
諸
書
の
解
說
や
典
據
未
詳
の
天
文
圖
を
加
え
る
な
ど
、
從
來
の
圖
譜
を
大
幅
に
改
編
し
て
い
た
。
こ
の
後
の
趙
燦
英
「
詩
經
圖
考
」
は
恐
ら
く
刊
刻
費
用
の
節
約
等
の
原
因
か
ら
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
一
部
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
朝
瓔
『
詩
經
體
註
圖
考
』
は
「
詩
經
大
全
圖
」
の
圖
の
み
を
採
錄
し
、
上
圖
下
文
の
體
裁
を
と
っ
た
初
め
て
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た
。 
 
一
方
、
飜
刻
で
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
元
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
を
折
衷
し
た
り
、
新
た
な
天
文
圖
を
加
え
た
り
す
る
と
い
っ
た
改
編
が
行
わ
れ
た
。
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
の
刊
刻
前
に
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
盧
雲
英
は
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
か
ら
解
說
を
增
補
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
よ
り
後
の
王
皜
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
、
楊
魁
植
「
詩
經
圖
」
で
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
に
依
據
し
て
增
補
、
改
編
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
8  
 
「
詩
經
大
全
圖
」
の
要
素
は
次
第
に
失
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
清
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
に
特
に
影
響
を
與
え
た
の
は
、『
詩
經
』
勅
撰
書
の
圖
譜
の
普
及
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
第
五
節 
宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
認
識
の
變
化 
本
節
で
は
初
め
に
、
清
代
で
も
早
期
に
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
の
編
纂
經
緯
よ
り
、
康
煕
年
間
中
後
期
ま
で
に
『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
を
朱
熹
と
す
る
說
が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
改
編
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
雍
正
年
間
の
常
定
遠
『
六
經
圖
碑
』
や
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
序
に
見
え
る
、
宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
疑
義
を
考
察
し
た
。
疑
義
が
抱
か
れ
た
背
景
に
は
、
翻
刻
に
よ
り
宋
元
の
經
書
圖
譜
が
廣
ま
る
に
つ
れ
て
、
各
圖
譜
の
異
同
が
認
識
さ
れ
、
特
に
編
纂
者
の
不
明
な
『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
や
編
纂
年
代
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
次
に
、
乾
隆
年
間
の
飜
刻
本
で
あ
る
王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
、
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
、
楊
魁
植
『
九
經
圖
』
の
宋
元
の
經
書
圖
解
に
對
す
る
意
識
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
編
者
は
、
南
宋
『
六
經
圖
』
と
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
間
に
存
在
す
る
異
同
や
『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
が
不
明
な
理
由
を
時
系
列
で
捉
え
て
『
六
經
圖
碑
』
を
最
も
古
い
圖
譜
と
見
な
し
、
こ
れ
が
飜
刻
さ
れ
て
『
六
經
圖
』
と
な
り
、
次
第
に
『
六
經
圖
碑
』
の
內
容
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
、
失
わ
れ
た
と
仮
定
さ
れ
た
內
容
を
他
の
經
書
圖
譜
に
よ
っ
て
增
補
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
認
識
の
変
化
は
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
を
推
進
し
た
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
第
四
章 
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響
と
消
失 
本
章
で
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
原
型
と
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
が
、
こ
れ
を
原
型
と
し
な
い
『
詩
經
』
圖
譜
に
與
え
た
影
響
、
そ
し
て
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
以
來
の
『
詩
經
』
圖
解
の
內
容
が
次
第
に
書
物
か
ら
消
失
し
て
い
く
經
緯
を
考
察
し
た
。 
 
 
第
一
節 
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響 
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
が
後
世
へ
與
え
た
影
響
を
考
察
す
る
た
め
、
明
代
の
類
書
で
あ
る
鐘
惺
『
詩
經
圖
史
合
考
』
と
、
清
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
も
情
景
畫
を
収
錄
し
た
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
、
動
植
物
圖
を
収
錄
し
た
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
、『
詩
經
』
の
考
證
書
で
あ
る
方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
お
け
る
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
収
錄
狀
況
と
引
用
態
度
を
考
察
し
た
。
こ
の
結
果
、
高
儕
鶴
や
徐
鼎
、
方
玉
潤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
依
據
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
に
不
足
や
疑
念
を
感
じ
て
お
り
、
飜
刻
の
改
編
で
見
ら
れ
た
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
價
値
や
意
義
を
見
出
す
認
識
が
、
清
代
以
降
次
第
に
崩
れ
ゆ
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 
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第
二
節 
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
消
失 
本
節
で
は
、
光
緒
年
間
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
収
錄
す
る
も
の
、
情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
収
錄
す
る
も
の
、
動
植
物
圖
の
み
を
収
錄
す
る
も
の
の
三
種
に
區
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
錄
狀
況
を
考
察
し
た
。
こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
は
『
詩
經
』
坊
本
の
附
錄
で
あ
り
、
樣
々
な
圖
解
を
収
錄
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
情
景
畫
や
動
植
物
圖
の
収
錄
は
商
業
出
版
物
に
新
機
軸
を
打
ち
出
す
と
い
う
、
書
肆
の
工
夫
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
を
節
錄
す
る
坊
本
も
あ
っ
た
。
同
圖
は
こ
れ
ま
で
坊
本
の
附
錄
に
は
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
圖
譜
で
あ
り
、
こ
れ
も
書
肆
の
工
夫
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
內
容
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
に
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
の
解
說
を
加
え
た
だ
け
で
あ
り
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
枠
組
み
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
は
こ
の
た
め
に
、
新
た
に
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
人
氣
を
博
し
多
く
の
『
詩
經
』
坊
本
の
附
錄
に
収
錄
さ
れ
た
の
に
對
し
て
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
内
容
を
伝
え
る
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
に
依
據
し
た
圖
譜
は
數
量
、
種
類
と
も
に
減
少
し
、
民
國
初
頭
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
結
語 結
語
で
は
初
め
に
、本
論
で
考
察
し
て
き
た
結
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、歷
代
類
似
し
た『
詩
經
』
圖
譜
が
多
く
編
纂
さ
れ
た
背
景
と
し
て
三
點
の
原
因
を
指
摘
し
た
。
第
一
點
は
、『
詩
經
』
圖
譜
の
繼
承
と
展
開
に
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
原
型
と
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
が
改
編
を
重
ね
、
そ
の
間
に
前
代
の
飜
刻
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
新
た
な
圖
譜
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
多
重
的
な
再
生
産
の
構
造
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
點
は
、『
詩
經
』
圖
譜
の
繼
承
の
過
程
に
お
い
て
、
次
第
に
過
去
の
圖
譜
の
編
者
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
詩
經
』
圖
譜
に
見
出
さ
れ
た
價
値
は
そ
の
根
據
や
來
歷
よ
り
も
、
編
者
が
不
明
な
が
ら
古
く
よ
り
傳
わ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
古
い
も
の
に
價
値
を
見
出
す
風
潮
の
な
か
で
、
宋
元
以
来
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
内
容
は
、
改
編
さ
れ
な
が
ら
も
繼
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
と
い
う
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
の
登
場
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
急
速
に
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
點
は
、
類
似
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
が
學
習
の
參
照
資
料
と
し
て
編
纂
、
飜
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、『
詩
經
』
圖
譜
は
そ
の
時
々
の
學
術
思
潮
の
動
向
を
受
け
て
改
編
さ
れ
た
が
、
學
習
對
象
と
な
る
ほ
ど
廣
く
受
け
い
れ
ら
れ
た
註
釋
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、『
詩
經
』
圖
譜
も
大
き
く
變
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
次
に
、『
詩
經
』
圖
譜
が
註
釋
と
し
て
擔
っ
た
役
割
と
、
本
研
究
の
今
後
の
展
望
を
合
わ
せ
て
記
し
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た
。『
詩
經
』
圖
譜
が
擔
っ
た
役
割
は
、
學
習
用
の
參
照
資
料
と
し
て
學
ぶ
べ
き
內
容
を
廣
く
傳
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
『
詩
經
』
圖
譜
は
舉
業
書
等
の
内
容
と
合
わ
せ
て
檢
討
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
解
釋
の
積
み
重
ね
の
歷
史
と
は
異
な
る
、
學
習
に
關
わ
る
註
釋
史
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
教
育
や
學
習
の
實
態
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
詩
經
』
圖
譜
は
日
本
で
も
江
戶
時
代
に
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
中
國
の
圖
譜
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
中
國
で
は
極
め
て
少
な
い
動
植
物
の
圖
譜
が
多
數
あ
る
。
日
中
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
兩
國
の
學
術
風
土
の
違
い
、
そ
し
て
學
術
交
流
の
一
端
を
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
